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京都大学研究用原子炉（ＫＵＲ）の運転再開等について       
�

前回の本審議会において、ＫＵＲ(���������	
������
�
�����
�����)の今
後についてご説明いたしましたが、その後の状況等は次のとおりです。 

 
  １．ＫＵＲの運転再開について 

ＫＵＲ用の低濃縮ウラン燃料３０体を、３月４日に原子炉実験所
へ搬入いたしました。その後は、ＫＵＲの施設定期検査合格に向け
て各種の調整作業を経て、５月２６日の文部科学省による施設定期
検査に合格し、５月２８日から運転を再開しました。現在、順調に
共同利用研究を実施しています。�

    なお、運転の再開に当たっては、ＫＵＲが長期に亘って運転を停
止していたことから、従前にも増して慎重な運転管理に努めるとと
もに、職員に対して原子炉施設保安規定に基づく教育及び各管理部
会における情報の周知・共有並びに年２回実施している緊急時訓練
等により、安全管理等への意識の向上を図っています。 

 
 
  ２．ＫＵＲの耐震安全性評価について 
    平成１８年９月に｢発電用原子炉施設の耐震設計審査指針」が改

訂されたことに伴う、ＫＵＲにかかる施設の耐震安全性評価の中間
報告書を、昨年６月３０日付けで文部科学省へ提出しております。
その後、中間報告書をもとに文部科学省のワーキンググループによ
る審議が行われ、原子炉実験所が行った耐震安全性評価の妥当性が
確認され、その審議を踏まえ、先月の７月２８日付けで最終報告書
（別添概要版参照）を提出いたしました。なお、最終報告書は、８
月４日開催のワーキンググループで審議され、一部修正（追加説明
や図の追加）することで了承されました。耐震安全性の評価では、
想定される地震動（震度６程度）に対しても KUR の最重要安全機能
（止める・冷やす・閉じ込める）が維持できることが確認されてい
ます。 

 
 
  ３．ＫＵＲの今後 
    ＫＵＲの研究面における利用価値が高いことから、全国大学の共

同利用・共同研究拠点としての責務を果たすため、新しい中性子
源に関する研究を推進しながらも、ＫＵＲの運転を当分の間継続
したいと考えています。 
なお、運転を継続するためには、現在のところ米国が使用済燃料

の引取期間を延長することが当面の条件であり、関係機関等との調
整を進める予定です。 
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ＫＵＲの取扱いについて 

 

  １.「大学における研究用原子炉の在り方について（報告）」の要旨 

原子炉実験所では、平成１２年１１月２４日付けで、学術審

議会特定研究領域推進分科会原子力部会がとりまとめ、平成１

２年１２月６日開催の学術審議会総会に報告された「大学にお

ける研究用原子炉の在り方について（報告）」（別添資料参照）

に基づいてＫＵＲを取り扱うこととしています。当該報告の原

子炉実験所に関する記述の要旨は次のとおりです。 

（１）ＫＵＲの研究面での評価 

原子炉実験所における学術研究を管理運営面なども含めて評

価したところ、その成果は大であり、今後の発展が期待でき

る。 

（２）ＫＵＲ等の今後 

     ①ＫＵＲは、研究面での利用価値が高く今後の発展が期待でき

るので、運転を継続することが妥当である。そのためには、

低濃縮ウラン炉心への移行を計画的に進める必要がある。 

     ②原子炉実験所では新しい中性子源に関して基礎研究を行っ

ているが、臨界集合体実験装置(ＫＵＣＡ(������ ���	
������

������������
�����）に適切な加速器を併設すること等により、

研究の一層の進展を図るべきである。 

     ③一般に原子炉の運転停止及び施設解体等の廃止措置には相

当な準備が必要なことから、ＫＵＲについても研究の動向を

見極めつつ、中長期的な観点から廃止措置に向けての準備が

必要である。 

 

 

  ２．上記の報告を受けた原子炉実験所の対応 

①ＫＵＲの低濃縮ウラン燃料への移行については、本審議会の

承認を得て、原子炉置変更承認申請を行いました。その後、

文部科学省による承認を得て、低濃縮ウラン燃料３０体を製

造し、このたびの運転再開に至っています。 

②新しい中性子源の確保のため、ＫＵＣＡとＦＦＡＧ(固定磁場

強集束型)加速器（ＦＦＡＧ－���
����
������
�������������
��）を

ビームラインで結合して加速器駆動未臨界炉の実験研究などを

推進しています。 

③ＫＵＲの中長期的な観点からの廃止措置に向けた準備とし

て、情報収集等を行っています。�
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